
令和4年3月3日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：児童への参加を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：教員相互による授業参観を３回以上行った。

３：教員相互による授業参観を２回行った。

３：教員相互による授業参観を１回行った。

１：行わなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。
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B

・ハッスルタイムを活用しての体
力向上が難しかった。

・ハッスルタイムは、天候や校庭
の状態によって中止となった。予
備日を設けた方がよい。
・養護教諭と連携して、規則正し
い生活について授業を行う。

0

「授業改善に努めてい
る」と保護者アンケート
で回答した割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

（*337/455人）

「児童の安全確保に努
め、体力の向上が見ら
れる」と保護者アン
ケートで回答した割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

（*374/455人）

Ａ

0

「基礎的な学力が身に
付いている」と保護者
アンケートで回答した
割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

（*400/455人）
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７
０％
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「学校は、地域の力を
子供たちの教育活動に
活かしている」と保護者
アンケートで回答した
割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

（*309/455人）

目標に対する成果指標
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０％
以上

82%
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学校関係者記入欄
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2

令和３年度　大田区立大森第三小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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か
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成

・本校は、本年度９７周年を迎え、常に地域と密接にかかわりながら、発展してきた学校である。これからの教育を見据え、校内研究を柱に、「問題解決的な学習活動を通して」児童自ら考え、判断し、表現できる児童の育成を目指し、全教職員で教育活動を実践してきた。一方で基礎基本的な
学力の定着も課題であり、授業改善を行いながら粘り強く日々の授業を展開している。その結果、少しずつではあるが、区、都、国のいずれの学力調査においても、年々伸びが見られるようになってきている。学習習慣の定着と授業改善によって、今後もこの傾向を維持していく。また、生活面
においては規範意識や基本的な生活習慣に関して課題が見られ、生活指導部を中心に「大三小10のやくそく」の改善とその定着に取り組んできた。ここ２年で、「あいさつがきちんとできる学校」を目指し、あいさつ運動等の取り組みにより、地域からも認められる成果を得るまでに至っている。
今後もこの点に力を入れ、家庭・地域との連携を強化し、規範意識の向上・基本的生活習慣の定着に努める。
・本校の特色として「地域との連携」を挙げることができる。“人とのかかわり・地域とのかかわり”と称して、近隣にある東邦大学や大森学園高校との連携や大森町、梅屋敷の二つの商店街、中小の町工場と連携した学習、「スクールサポートおおさん」を中心とした地域人材の活用による授業
の展開などをより一層推進していく。

「あいさつがきちんとで
きる」と保護者アンケー
トで回答した割合.

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

（*416/455人）
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0

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・今年度は、コロナ感染防止もあ
り、地域の方との関りがもちづら
かった。
・スクールサポーター・保護者の
方に味噌づくりの手伝いをお願い
した。
・ホームページの更新は十分に行
えていなかった。
・コロナ感染防止ため、ゲスト
ティーチャーを呼べなかったり、校
外学習が縮小化されたり、十分な
活動ができなかったが、工夫して
実践していく。

・コロナ感染症「まん延防止重点措置」によってスクール
サポーターの皆様の活動の機会が減ったようで残念で
す。
・コロナ感染防止及び安全・安心を守ることが最優先で
す。学校として最大限の努力を感じています。引き続き
お願いいます。
・コロナ禍では難しいと感じるが、「展覧会」は素晴らし
かったです。感動的でした。児童の作品に力をもらいまし
た。
・前年度に引き続き、地域の一員としてあまり学校にご
協力できないため、頭の下がる思いです。次年度には、
よりお力添えできることがあればと考えています。
・地域とのつながりは大切である。交流できることを願っ
ている。

・部外者との距離ができてしまうのは致し方ない。Web
pageの活用は重要であると考える。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。
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成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3.5

3.6

地域教材を活用して、児童が地域住民と
関わり、地域のよさを理解、尊重する授業
を実施する。
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２：
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68%
１：
６
０％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4.0
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Ａ

Ｂ

週２回の学びタイム（朝学習）を確実に行
い、音読・漢字学習や計算練習を毎日の
学習とし、家庭や学校で実施する。

１：
７
０％
未満

3.3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3.3

2.9

3.5

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

あいさつ運動を工夫して実施し、あいさつ
チャレンジにすべての児童が参加できるよ
うにする。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

学期毎の授業観察を行うとともに、教員相
互による授業評価を年３回以上行い、授業
力の向上に努める。

3.2

3.1

3.7

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

毎時間の体育学習の「ハッスルタイム」を
計画的に実施し、自ら運動に取り組み、体
力向上を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・タブレットでの習熟度の確認は困難だったと思う。
・タブレット学習は、児童も楽しみにしている様子が見ら
れました。
・一部の宿題内容が、タブレットを開かないと確認できな
いようで、現状PC利用環境が整っていない当館（児童
間）としては、心苦しい限りです。学習の妨げにならぬよ
う努めてまいります。

・先生の数の不足が感じられる。
・自分でやる時間を決めて行うのは、紙の宿題と同様と
考えられる。タブレット端末を親子で見る習慣をつけるよ
う啓発する必要がある。

・算数チェックシートがタブレットに
なったことで、タブレットを開いて
確認しないと、家庭に伝わらな
い。保護者への周知が難しかっ
た。

・タブレットでステップ学習をして
いるため、児童により進度や習熟
度に開きがあるので、計画的に確
認しながら進めていく。（2）
・学年補習での学習補助員の増
員が必要と感じる。
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・大三小の児童は、あいさつがきちんとできていると思い
ます。
・挨拶がしっかりできることが、本校の特徴と考えられ
る。
・挨拶は大切だと思うので、これからもよろしくお願いした
い。
・挨拶を返してくれる子、また自分からすすんで来所者
や初めて会う職員にも挨拶している姿が多く見られまし
た。
・校長先生がお代わりになっても、朝の挨拶が続いてい
て、いつも清々しく感じています。学校外でも同様の挨拶
ができるように当館でも声かけいたします。

・夏の東京オリンピック、冬の北京オリンピックと、大きな
スポーツの祭典があり、スポーツに親しむ機会があり、
よかったと思う。
・児童たちが体を動かすことが楽しい！と思えるような活
動が増えるのは、コロナ禍において特に大切である感じ
ている。
・今年度は残念ながら体育学習発表会を応援できなせ
んでしたが、最近の制約が続く状況下でも機会を逃さ
ず、元気よく運動する子供たちを、少しでも後押ししたい
と考えます。

・家庭で実行不能な体力向上の方法を、確立する必要
がある。
子供たちの成長には、体力向上が必要である。

・授業参観は、保護者も望んでいると思います。機会が
増えると良いと思います。
・お互いの画面に向かって話しかける違和感になれる必
要がある。
・コロナ感染症が落ち着いて、学校公開ができることを
願っている。
・先生方一人一人がとても丁寧に児童に対応してくだ
さっているいて、日々ありがたく感じています。
・学習の進みが遅めのお子さんにも、担任の先生が時間
を割いて丁寧に補習されているので、学童の子も日々学
習にもしっかり向き合っています。日々のトラブル等も、
クラスでのお話があることもうかがっています。

3.1

2.8

3.1

3.1

2.7

3.4

3.6

3.4

3.2

・あいさつチャレンジにも参加し、
積極的に子供たちも取り組めた。
効果があった。（3）
・挨拶に対する姿勢が良い。

・あいさつチャレンジに全員が参
加できるように声をかけていく。
・いじめ防止対策委員会を必要に
応じて行ってきたが、今後は定例
化していく。
・生活科「せかいで１つの私のお
もちゃ」（２年）をものづくり教育学
習フォーラムにした。

3.6

3.3

3.6

2

・レインボー研修（OJT）に参加し、
授業力向上のために取り組めて
よかった。（2）
・授業観察時に、全教員に声をか
け、授業を公開した。
・授業を見合うことができている。
とても勉強になった。（2）

・学校公開は、１回しか実施でき
なかった。授業参観も１０分～１５
分程度なので、保護者も評価がし
にくかったと思う。
・授業改善を行うことが、今後も課
題である。

３：
７
５％
以上

２：
６
５％
以上

１：
６
５％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3.2

「これからの社会の変
化に対応する子どもを
育てる工夫をしている」
（外国語教育、理数教
育、ICT活用、人権教
育、体力向上等）と保
護者アンケートで回答
した割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

（*352/455人）

４：
９
０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3.6

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3.6

・先生方のICT機器に対する努力がうかがわれます。
・コロナ禍で大変な時にICTを活用し、オンラインで授業
を行ったことで、子供たちも成長できたと思う。
・オンラインの授業の推進やそのサポートを児童一人一
人についてフォローしてくださり、ありがとうございます。
・１年生からタブレットを持参する習慣が、定着している
ように見受けられる。荷物が重く低学年は大変そうだが、
日々忘れたり壊れたりせず、大切に使用しているので感
心している。

・オンライン授業を受けている側の児童の視点が、どの
ようになっている、またカメラの映り方などの工夫がさら
にできると良いのではないか。
・タブレット等を用いたICT授業が”日常”となっていくもの
と考えられる一方で、複数名で行う学習や体力向上につ
いては、何らかの方策が必要と考える。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3.0
３：
８
０％
以上

Ｂ 3

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3.1
１：
７
０％
未満 Ｄ 0

コミュニケーションの基となる国語力を高
め、「伝え合う力」の育成に努める。 3.4

2

・オンライン授業の導入もあり、全
教員のICT技術が大きく向上し
た。
・ICT機器を活用した授業に取り
組めた。
・話し合いをできる限り取り入れて
実施した。
・総合学習で「たねのふしぎ」を学
習することで、博物館の先生にゲ
ストティーチャーで来校してもら
い、発表にたねの模型を作る。
・校内研究（国語）において、国語
力を高める指導について、全教員
が学びを深められた。

・タブレットの使い方、校内ルール
がみんなでできるとよい。
・今後もICT授業サポートの支援
を大いに活用し、授業にも入って
もらい児童に指導する。
・「一人一人に対応」までは、教員
だけでは難しい。家庭と協力して
取り組んでいく。

Ａ 9


